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厂気になる子と亀」に対する支援・配慮の調査
　　　　　〜市内保育所に対するアンケート調査より〜

　 西澤　直子

（山陽学 園短期 大 学）

〈 1．研 究 目的 〉

　 統合保育等 の 意識の 高 ま りに 伴 っ て 障 害児 の 実態 把

握 は 充実 しつ つ あ るが 、 近年問題視 され て い る 「気 に

なる子 ども」 の 統計的研 究 は あ ま りな され て い ない e

　 そ こ で 我 々 は、今後 の 保 育 ・福祉 行 政 及 び保 育者研

修 の 方向性を探 る為 の 基礎研究と して、広 島県福 山市

の 協力 を得て 「気に な る 」 と い わ れ て い る 子 ど も に 関

す る質問紙調査を行っ た。今回は その 調査結 果 につ い て、

保 育士 が 必要 と考えて い る 特別 な支援
・配慮の 内容 と

そ の 実施 状況 に 主 に 注 目 して 分析 す る。

　 〈 皿．方法 〉

調査 対象 ：広 島県福山市の 認 可保 育所

調査期間 ：2002年5月か ら6月

調査方法 ；1次調査 で 調査 協力の 可 否 を確認。協 力可 能

　　　　　な保育所 に対 して 2次調査 へ の 回答 を要請。
・調査 内容 ：回答 者 の 基 礎情報、「気 に な る 子 ど も亅の

　　　　　基 礎 情 報、　 「気 に な る 」 内容、必 要 と 思 う

　 　 　 　 　支 援 ・配慮 の 内容 と実 際 に 行 っ て い る 内容

　 く 皿．結果 〉

　 保 育士が どの よ うな特別な支援
・配 慮を必 要 と感 じ

て い るか ま とめ た もの が 図 1 ・表2で ある 。 　「障害 ・発

達等 に つ い て 気に な る 」子 どもの 場 合、全て の 支 援 に

高 い 必 要性 を感 じ て い る事が 分 か る。特 に 「専 門 機 関

へ の相談亅は8割以上の保育士 が必要 だ と感じてお り、「保

育者 の 研 修」　「加配 」も他の 場合 と較べ て 高い 値で ある。

また、 「気 に なる点 」 を問 わず 「保護者へ の 支援」を

必要 と 考え る 保育士 が 多 く、次 い で 「個 別 指 導」　 「集

団内 で の 配 慮」 が 多い 事が 分 か る。

　 また必要 と感 じて い る支援 ・配慮の 「実施率」を、「気

に な る」内容 ご とに 捉え て 全体 的 な実施率 と比 較 し、

母比 率の検定を行 っ た もの が表 3で あ る。 支援 の 実 施率

が有意 に低い の は 「家族の 養育態度につ い て 気に な る」

場合、　「基本 的生活 習慣 につ い て 気 になる 」場合、　「そ

の ほ か に気に なる 」場合に偏 っ て い る 事が 分か る。

　次に、支 援 の 実施 率を公 立 保育所 と法人 立 保育所 で

比較 したの が図2で ある 。　「気に なる、剌 に 関わ らず、「専

門保育士へ の 相談」　「保 護 者 へ の 支援」　「加 配 」　「環

境 整 備」 は 公立 の 実施率が 高 く、逆 に 「個別指導」 は

法人立が 高い 傾向が あっ た。しか し法 人 立 は 回答 数 が

少な かっ た ため、統 計的 な有意性は 不明で ある。

　 〈1v．考察 〉

　 「障 害 ・発 達 等 に つ い て 気 に なる 」 場合 、即 ち保 育

者が 子 ど もの 状態 を障害や 発達的な問題 で ある と認識

した場合 に、特別 な支援 ・配慮 を最 も必 要 と感 じて い

る こ とが伺え る。しか し中で も
一
番必 要性 の 高い 「専

門機関へ の 相談」の 実施率は 649％ しか な く、同様に 「保

育 者の 研 修 」 も4如 ％ しか実施 されて ない 。障害 ・発達

等の専 門 的相談 に つ い て は、福 山市 で は障害 児 者 地域

療 育 等支 援事業 と して の 巡 回相談が 行わ れ て い る が 、

その 充実や 、 子 どもの 障害や発達 に 関する研修の ニ ー

ズが高い こ とが 推察さ れ る 。

　 また 「家族 の 養育態 度 につ い て 気 に なる」場合 や 「基

本的 生活 習慣 に つ い て 気 に な る」 場 合 に 支援 の 実施 率

が低 い の は、  家族支援 を行う時間的確保が 難 し い 、

  ア プロ ーチ の 方向が 難 しい
、   家庭生活 と深 く関 わ

るの で 問題 と して 取 り上 げ るべ きか ど うか判 断 しづ ら

い 　 な どの 要 因が 考えられ る の で は ない か 。 家 族 の 養

育態度 に つ い て の 支援 は 、2003年 か ら保育 士 養 成 に お

い て 「家族援助論」が 必 修科 目 とな っ た ばか りで、現

職 の 保 育 士 は そ の 意義や 方法 に つ い て 十 分 学 ぶ 機会 が

なか っ た こ と もあ り、家族援助 の 為の 条件作 り、支 援

方法 の 検討、保育士 へ の 研 修な どが、今 後 の 課題 と し

て 明確に なっ た と考える こ とがで きるで あろ う。 また 「そ

の ほ か に 気 に なる」 場 合 に実 施率 が 低 い の も、どこ が

問題 な の か が 掴 み づ ら い た め 具体的 な 支援 に 結び つ き

に くい の で は ない か と推 察 され る 。 こ れ は今 後 「気 に

なる 点」の 自由記述 を分析 して確認して い く予 定で ある。

　他 方、高い 必要性の あ る 支援の 中で も 「保護者へ の

支援 」　 「個別 指 導」　「集 団内で の 配 慮」 は 全 般 的 に 実

施率 も高 い 。現場 に 近 い 部 分 で 保 育士 自 らが行 え る 支

援 に 関 し て は 比較的実施 しや すい の で は ない か と考え

・られ る 。 今後 はその 内容 に つ い て も、 研修な どを通 し

て 実践 的 な吟味 が必要 な課 題 にな る と思 われ る。

　経験 の 浅い 保 育士 ほ ど 「気 に な る 子ど も」へ の 支援

に 迷 い が あ る の で は な い か とい う結 果 もあ り （西 澤 ら

，2003）、適切 な支援を行える 知識 と経験をもつ 保育士

を育成 するた め に、支援 シス テ ム 及 び研 修 シ ス テ ム の

構築が不 可欠で ある と考 える 。
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